
「わたしが、かしこくお医者さんに診てもらう力を育てる」アンケート調査 

秋田県Ａ市内小学校「低学年」の調査結果について（2016年５月末～６月初実施） 

 

北海道家庭医療学センター「診られる力を育てる」プロジェクト 

 
１ はじめに 

 秋田県 A 市の市内

２校の小学校の協力

を得て、２０１６年

５月末から６月初め

にかけて調査を実施

した。 
 B 校は６学級以下

の学校規模、１年男

８・女２で計１０名、２年男９・女８で計１７名、３年男１０・女１０で計２０名、合計男

２７・女２０で計４７名。 
C 校は１２学級以下の学校規模、１年男１７・女３で計２０名、２年男２１・女１７で計

３８名、３年男８・女１４で計２２名、合計男４６・女３３で計８０名。 
総計１２７名（男７３名５７．５％、女５４名４２．５％）の協力を得た。 
学年別では、１年生男２５・女５の計３０名（調査全体総数のの２３．６％）。２年生男

３０・女２５の計５５名（４３.３％）、３年生は男１８・女２４の計４２名（３３％）であ

る。 
 全体的には約６割が男子で４割が女子であった。また、学年の人数、男女差がある。 
 アンケート調査は、すべて質問に対し回答を複数の項目から選択する方式である。分析は、

基本的に学年別・男女別で行うが、１年生のように女子が極端に５名しかいない場合は、学

年でその傾向を調べてみた。割合の数値は、少数点以下２位の位を四捨五入する。 
 
２ 質問１誰が伝えるのか 

 お医者さんに誰が症状を伝え

るのかという質問に対して、１

年生は「自分から」は７名（２

３％）、「おうちの人」１８名（６

０％）、「お医者さんに聞かれた

ら自分で答える」４名（１３％）、 
不明１名であった。 
 ２年生は、「自分から」男６名・女３名、計９名（１２．７％）、「おうちの人」男２３名・
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女１７名、計４０名（７２．７％）、「お医者さんに聞かれたら自分で答える」男０名、女３

名計３名（５．５％）、不明男１名・女２名であった。 
 ３年生は、「自分で」男２名・女３名、計５名（１１．９％）、「おうちの人」男１５名・

女１７名、計３２名（７６．２％）、「お医者さんに聞かれたら自分で答える」男１名、女３

名計４名（９．５％）、未記入女１名であった。 
 ここで学年が上になるほど、自分では答えず、「家の人（保護者）」に答えてもらう割合が

増える傾向が見える。２年生７２．７％のうち、男子が７６．７％、女子が６８％、と男子

が３．３ポイント高いだけであるが、３年生の場合、男子が８３．３%と８割以上が「家の

人」に答えてもらっている実態が明らかになった。特に女子７０．８％も１年生の６０％に

比べると高い数値であるが、同学年の３年男子とは１２・５ポイントも差があることから、

男子の依存度の高さが指摘されよう。 
 全体的には、「家の人」が７０．９％、「自分から」が１６．５％、「聞かれれば答える」

が８．７％であった。 
自分で、あるいは医師の質問があれば答えるという割合が、１年生は３６%であるが、２，

３年生は２０％前後と低くなる傾向は、学年の発達により自然に身につくものではない。受

診するという状況の中で、教育的な指導があってはじめて身に付くものであると考えられ

る。よって、そこに、医師としての教育的配慮が求められる場面が生まれる。家庭教育にも

配慮した医師の指導が問われると考えるがいかがだろうか。 
 
３ 問２ お医者さんのイメージ 

 どのようなイメージを持っているのかを７項目示して、あてはまるものをすべて選んで

もらった。 
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全体的には、「病気を治してくれる人」８６人（６７．７％）が半数を超えただけで、以

下の項目は５割にも満たなかった。「優しい」６２人（４８．８%）、「ニコニコしている」

４１人（３２．３％）、「白衣（お医者さんの服）を着ている人」３６人（２８．３％）で、

「怖い」６人（４．７％）、「むすっとしている」４人（３．１％）、「何も思わない」５人（３．

９％）であった。「怖い」「むすっとしている」といったマイナスのイメージが少ないことは、

医師にとっても子どもにとって幸いであるが、それでもそういう思いをしたことがあるか

らこそ、それを選択したのであろう。幼少期のマイナスのイメージをこれから払拭するには、

以下、次のような医師が求められることになるであろう。 
 

４ 問３ こんなお医者さんがいたらいいな 

１１項目から思うものを３つ選択するという設問である。 

まず全体的な傾向から見ていきたい。回答が分散しているところから、学年別にも焦点を

当てる。 

「やさしく話してくれる」５６人（４４．１％）、「治療が上手」４９人（３２．３％）、

よく効く薬をくれる」４５人（３５．４％）、「説明がわかりやすい」４４人（３４．６％）、

「痛くしない・痛いことをしない」４１人（３２．３％）、「ていねいに診察してくれる」４

０人（３１．５％）が３０％以上である。 

「お話を聞いてくれる」２７人（２１．３％）から１０%台が「ニコニコしている」「早く

治る」が２４人（１８．９％）、「励ましてくれたり元気がでたりすることを言ってくれる」

11

9

10

13

17

18

4

13

6

21

7

7

9

22

17

19

18

4

26

11

21

11

2

6

13

11

13

4

4

5

7

14

9

励ましてくれる

早く治る

よく効く薬

痛くしない

治療が上手

丁寧な診察

清潔

説明がわかりやすい

ニコニコしている

やさしく話してくれる

お話を聞いてくれる

④ こんなお医者さんがいたらいいな
１年生 ２年生 ３年生



が２０人（１５．７％）で、「清潔」が１２人（９．４％）で最も低かった。 

次に、男女による大きな差異は見られないので、学年別のベスト３を出しながら分析する。 

「やさしく話してくれる」が１年生１４人（４６．７％）、３年生２１人（５０％）で最

も多く、２年生は２１人（３８．１％）と３番目であった。３年生は「説明がわかりやすい」

２６人（４７．３％）がトップで、「よく効く薬をくれる」が２２人（４０％）で、１年生

は「治療が上手」１３人（４３．３％）とともに２番目に選んでいる。「治療が上手」は３

年生では、１７人（４０．５％）と３番目であった。３年生の２番目は「説明がわかりやす

い」１８名（４２．９％）であった。また、「励ましてくれたり元気がでたりすることを言

ってくれる」が他の学年に比べて２６．２％と４人に一人が選んでいた。 

 

５ 分析を終えて 

 低学年で共通するのは「やさしく話してくれる」お医者さんである。優しいというイメー

ジをどのように幼少期から育てていくのかが重要である。乳幼児の検診や予防注射接種、歯

科医の治療など、「痛くされる」ことへの心理的な抵抗感は、このような接し方を繰り返す

ことで解消していくのではないだろうか。 

 また、「お話を聞いてくれる」という点では、決して保護者への依存ではなく、医師の話

の聞き方にも問題があるのではないか。どのように問診するのかによって子どもの「診られ

る力」は向上するものと考える。親に対しても、当然本人の意思を尊重するといった診察に

臨む態度を求めることも必要不可欠である。 

 また、学年の発達ともに「説明がわかりやすい」や「丁寧な診察」「治療が上手」など、

しっかりと医師を評価しているところも見逃せない。どのような症状であるかを知らせ、そ

れを治療したり改善したりするのはどうするのかという「治療の方法や態度」をわかりやす

く説明する。そこではじめて、子どもは自分の今の症状を把握することになる。自分の身体

や病気について、その子の理解度に配慮しながら、医師や家族と共に治療にあたる術を伝え

ることが、互いの信頼関係を築いていくことになると考える。 

そして、薬の服用や生活態度などを自己管理しながら、治癒にあたるという態度形成がな

されていくものと考える。その中で、３年生が指摘している「励ましや元気を与えてくれる」

医師の存在は大きい。小さい子は、言葉がけによって、その人との関係を見極めていく力を

育てていく。それが、「診られる力」を子ども自身の内に育む一助となる。 

 

 


